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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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　①　入力端子の印加波形
　入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。

　CMOSデバイスの入力がノイズなどに起因して，VIL（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域にとど

まるような場合は，誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定な場合はもちろん，VIL

（MAX.）からVIH（MIN.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズ等が入らないよ

うご使用ください。

　②　未使用入力の処理
　CMOSデバイスの未使用端子の入力レベルは固定してください。

　未使用端子入力については，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させるのではな

く，プルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用の入出力端子

が出力となる可能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介してVDDまたは

GNDに接続することが有効です。

　資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。

　③　静電気対策
　MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。

　MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際に

は，当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，

金属ケースなどを利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置し

たり，端子を触ったりしないでください。

　また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。

　④　初期化以前の状態
　電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。

　電源投入時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，

リセット動作やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象とな

ります。

　リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。

　⑤　電源投入切断順序
　内部動作および外部インタフェースで異なる電源を使用するデバイスの場合，原則として内部電

源を投入した後に外部電源を投入してください。切断の際には，原則として外部電源を切断した後

に内部電源を切断してください。逆の電源投入切断順により，内部素子に過電圧が印加され，誤動

作を引き起こしたり，異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。

　資料中に「電源投入切断シーケンス」についての記載のある製品については，その内容を守って

ください。

　⑥　電源OFF時における入力信号
　当該デバイスの電源がOFF状態の時に，入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。

入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入により，誤動作を引き起こしたり，異常電流が流

れ内部素子を劣化させたりする場合があります。

　資料中に「電源OFF時における入力信号」についての記載のある製品については，その内容を守

ってください。

CMOSデバイスの一般的注意事項

 

 

 

 

この資料に記載されている会社名，製品名などは，各社の商標または登録商標です。 
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はじめに 

対 象 者 このマニュアルは，携帯マルチメディア・プロセッサ EMMA Mobile1（以降，EM1と表記します）のカ

メラインタフェースの機能を理解し，それを用いたソフトウエア，ハードウエアなどのアプリケーショ

ン・システムを設計するユーザを対象とします。 

 

目  的 このマニュアルは，EM1 のカメラインタフェースが持つハードウエア，ソフトウエア機能をユーザに

理解していただき，これらのデバイスを使用するシステムのハードウエア，ソフトウエア開発の参照用

資料として役立つことを目的としています。 

 

構  成 このマニュアルは，大きく分けて次の内容で構成しています。 

 

● 第 1章 概  説 

● 第 2章 端子機能 

● 第 3章 レジスタ 

● 第 4章 機能詳細 

● 第 5章 使用方法 

 

読 み 方 このマニュアルを読むにあたっては，電気，論理回路，マイクロコンピュータに関する一般的知識が必

要となります。 

 

・カメラインタフェースの機能の詳細を理解しようとするとき 

 → 目次に従ってお読みください。 

 

・携帯マルチメディア・プロセッサ全体の機能を理解しようとするとき 

 → モジュールごとのユーザーズ・マニュアルを参照してください。 

 

・携帯マルチメディア・プロセッサ全体の電気的特性を理解しようとするとき 

 → データ・シートを参照してください。 
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凡  例 データ表記の重み ：左が上位桁，右が下位桁 

 注 ：本文中につけた注の説明 

 注意 ：気をつけて読んでいただきたい内容 

 備考 ：本文中の補足説明 

 数の表記 ：2進数 … ××××または××××B 

    10進数 … ×××× 

    16進数 … ××××H 

 データ・タイプ ワード … 32ビット 

  ハーフワード … 16ビット 

  バイト … 8ビット 

 

関連資料 関連資料は暫定版の場合がありますが，この資料では「暫定」の表示をしておりません。あらかじめご

了承ください。 

 

資料名 資料番号 

MC-10118Aデータ・シート S19657J 

μPD77630Aデータ・シート S19686J 

ユーザーズ・マニュアル Audio/Voice，PWMインタフェース編 S19253J 

 DDR SDRAMインタフェース編 S19254J 

 DMAコントローラ編 S19255J 

 I2Cインタフェース編 S19256J 

 ITU-R BT.656インタフェース編 S19257J 

 LCDコントローラ編 S19258J 

 MICROWIRE編 S19259J 

 NAND Flash インタフェース編 S19260J 

 SPI編 S19261J 

 UARTインタフェース編 S19262J 

 イメージ・コンポーザ編 S19263J 

 イメージ・プロセッサ・ユニット編 S19264J 

 システム制御／汎用入出力インタフェース編 S19265J 

 タイマ編 S19266J 

 地上デジタル TVインタフェース編 S19267J 

 カメラ・インタフェース編 このマニュアル 

 USBインタフェース編 S19359J 

 SDメモリ・カード・インタフェース S19361J 

 PDMA編 S19373J 

 1チップ編 (MC-10118A) S19598J 

 1チップ編 (μPD77630A) S19687J 

 

注意 上記関連資料は，予告なしに内容を変更することがあります。設計などには，必ず最新の資料を使用してくだ

さい。 
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第1章  概  説 

このマニュアルでは EM1のカメラインタフェース（以降 CAMと表記します）について説明します。 

 

1.1  機能概要 

CAMは外部 Cameraモジュールからの YUV422形式の画像データを任意のサイズ（1～1/16）に縮小して外部メモ

リに転送します。 

 

 

1.2  特  徴 

○Camera I/F信号 

・ データ・バス(CAM_YUV[7:0]) 

・ 垂直同期(CAM_VS) 

・ 水平同期(CAM_HS) 

・ Pixel Clock(CAM_CLKI) 

○ 同期信号エンコーディング 

・ 垂直同期/水平同期信号サンプリング 

・ イネーブルサンプリング 

・ ITU-R BT.656エンコーディング 

○ ITU-R BT.656入力対応 

・ 3モードに対応 

・ １stフィールドはバッファ A，２ndフィールドはバッファ Bに格納 

・ １stフィールドのみ，バッファ Aに格納 

・ ２ndフィールドのみバッファ Aに格納 

○ データ・フォーマット 

・ 入力：YUV422形式 

・ 出力：YUV422/420形式から選択 

    （YUV422時は YUV Semi-Planar, YUV Interleave, YUV Planarモード， 

          YUV420時は YUV Semi-Planar，YUV Planarモードが選択可能です。） 

○ 最大画像サイズ 

・ 水平 4088画素 × 垂直 4092画素 

○ データサンプリング 

Pixel Clockに対して次のタイミングでのデータ・サンプルが可能です。 

・ Rise Edge 

・ Fall Edge 

・ Both Edge 

○ レベル調整機能 

取り込んだ Camera画像のゲインとオフセットの調整を行います。設定値は Y/U/V個別に設定が可能です。 

○ 縮小機能 

・ 最近傍サンプリング方式 
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・ 縮小範囲 1～1/16(スケーラブルに設定可能) 

○ フレーム間引き転送機能 

・ 間引きなし：毎フレーム転送 

・ 1/2間引き：2フレームに 1回データを転送 

・ 1/3間引き：3フレームに 1回データを転送 

・ 1/4間引き：4フレームに 1回データを転送 

○ 水平垂直反転機能 

水平反転，垂直反転してメモリへ転送することが可能です。 

○ ダブル・バッファ転送機能 

転送フレーム毎に転送先フレームを自動で切り替えます。 

○ バッファ・メモリ 

32bit x 256wordx2系統のバッファ・メモリを内蔵しています。 

○ AMBA™システム・バス・アーキテクチャ（Rev2.0）準拠 

○ 簡易 QoS機能 

・ データ・バッファの空き容量により AXI（AHB）バスの優先順位を制御します。 

・ データ・バッファの空き容量セッティングはレジスタで設定します。 

・ CAMからは，Priority信号を制御側に出力します。 

○ FIFO（データ･バッファ）内の有効データ量値の出力 

・ データ・バッファの有効データ量を出力します。 

○ SAFEリセット機能 

・ AHBバス転送状態が IDLE時のみにアサートされるリセット機能  
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1.3  機能ブロック図 

図1-1 ブロック図 
 

CAM_APB 

CAM

AHB 

APB 

CAM_AHB 

In
te

rn
a

l S
ys

te
m

 B
u

s 

CAM_CLKI 

CAM_HS 

CAM_VS 

Clock 

memMainWrBuffer 

to All module 

CAM_YUV [7:0] 

Reset 
TM 

CAM_ 
CAMCLKRIS

CAM_ 
RESIZERIF

CAM_CAMERA

CAM_MAIN_
RESIZE 

CAM_ 
CAMCLKFAL

クロックドメイン境界 

CAM_CLKI ドメイン  

CAM_CLK ドメイン 

 

 

以下にモジュール概要とクロックドメインを示す。 

 

（1）CAM_AHB（CAM_CLKドメイン） 

AMBATMAHB準拠のインタフェースです。バスマスタとなりシステムバスを介して画像をフレームメモリへ書き込

みます。 

 

（2）CAM_APB（CAM_CLKドメイン） 

AMBATMAPB準拠のインタフェースです。レジスタはこのブロック内に存在し，システムバスを通し設定を行うこ

とで CAMを制御します。 

 

（3）CAM_MAIN_RESIZE（CAM_CLKドメイン） 

1/1～1/16の縮小リサイズ処理を行います。最近傍サンプリング方式のリサイズ機能を実装しています。 

 

（4）CAM_RESIZERIF（CAM_CLKドメイン） 

ゲイン，オフセット処理を行います。また，CAM_CLKIドメインからの非同期信号の同期化を行います。 

 

（5）memMainWrBuffer（CAM_CLKドメイン） 

32bit×256Wordのライトバッファです。 
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（6）CAM_CAMERA（CAM_CLKIドメイン） 

フレーム間引き，CAM_CLKIのサンプリングエッジを選択します。また，CAM_CLKドメインとのハンドシェイク

信号を生成します。 

 

（7）CAM_CAMCLKRISE（CAM_CLKIドメイン） 

CAM_YUV，CAM_VS，CAM_HSの立ち上がりサンプリングを行います。 

 

（8）CAM_CAMCLKFALL（CAM_CLKIドメイン） 

CAM_YUV，CAM_VS，CAM_HS の立ち下がりサンプリングを行います。 
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第2章  端子機能 

2.1  カメラインタフェース端子 

端子名 入出力 リセット時 機  能 兼用端子 

CAM_YUV0 入力 － カメラ YUVデータ NTS_DATA0 

GIO_P75 

SP1_SO 

CAM_YUV1 入力 － カメラ YUVデータ NTS_DATA1 

GIO_P76 

SP1_CS0 

CAM_YUV2 入力 － カメラ YUVデータ NTS_DATA2 

GIO_P77 

SP1_CS1 

CAM_YUV3 入力 － カメラ YUVデータ NTS_DATA3 

GIO_P78 

SP1_CS2 

CAM_YUV4 入力 － カメラ YUVデータ NTS_DATA4 

GIO_P79 

SP1_CS3 

CAM_YUV5 入力 － カメラ YUVデータ SD1_CMD 

CAM_YUV6 入力 － カメラ YUVデータ SD1_DATA0 

CAM_YUV7 入力 － カメラ YUVデータ SD1_DATA1 

CAM_VS 入力 － カメラ垂直同期信号 SD1_DATA2 

CAM_HS 入力 － カメラ水平同期信号 SD1_DATA3 

CAM_CLKI 入力 － カメラクロック SD1_CLI 

GIO_P92 

CAM_SCLK 出力 0 カメラクロック GIO_P5 

NAND_RB2 
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第3章  レジスタ 

3.1  レジスタ一覧 

Reservedレジスタへのアクセスは行わないでください。リード値は不定です。 

各レジスタ内の Reservedビットへは，0以外を書き込まないでください。 

 

ベース・アドレス： 400B_0000H       (1/2) 

アドレス レジスタ略号 機能 R/W リセット時 

0000H CA_STATUS INTステータス・レジスタ R 0000_0000H 

0004H CA_RAWSTATUS INT Rawステータス・レジスタ R 0000_0000H 

0008H CA_ENSET INT Enableセット・レジスタ R/W 0000_0000H 

000CH CA_ENCLR INT Enableクリア・レジスタ W 0000_0000H 

0010H CA_FFCLR INT要因クリア・レジスタ W 0000_0000H 

0014H CA_ERRORADR エラー・アドレス・レジスタ R/W 0000_0000H 

0018H- 

001CH 
－ Reserved － － 

0020H CA_CSR カメラ・コントロール・レジスタ R/W 0000_0000H 

0024H- 

002CH 
－ Reserved － － 

0030H CA_X1R 転送開始 X座標レジスタ R/W 0000_0000H 

0034H CA_X2R 転送終了 X座標レジスタ R/W 0000_0000H 

0038H CA_Y1R 転送開始 Y座標レジスタ R/W 0000_0000H 

003CH CA_Y2R 転送終了 Y座標レジスタ R/W 0000_0000H 

0040H CA_BNZR 輝度信号オフセット・レジスタ R/W 0000_0000H 

0044H CA_BNGR 輝度信号ゲイン・レジスタ R/W 0000_0080H 

0048H CA_CBZR U色差信号オフセット・レジスタ R/W 0000_0000H 

004CH CA_CBGR U色差信号ゲイン・レジスタ R/W 0000_0080H 

0050H CA_CRZR V色差信号オフセット・レジスタ R/W 0000_0000H 

0054H CA_CRGR V色差信号ゲイン・レジスタ R/W 0000_0080H 

0058H- 

007CH 
－ Reserved － － 

0080H CA_DMACNT 転送コントロール・レジスタ R/W 0000_0000H 

0084H CA_FRAME 転送フレーム・レジスタ R/W 0000_0005H 

0088H CA_DMAREQ 転送要求レジスタ R/W 0000_0000H 

008CH CA_DMASTOP 転送要求解除レジスタ W 0000_0000H 

0090H- 

00FCH 
－ Reserved － － 

0100H CA_LINESIZE_MAIN アドレス加算量レジスタ(メイン・フレーム) R/W 0000_0000H 

0104H CA_XRATIO_MAIN 水平縮小率レジスタ(メイン・フレーム) R/W 0000_0000H 

0108H CA_YRATIO_MAIN 垂直縮小率レジスタ(メイン・フレーム) R/W 0000_0000H 

010CH CA_DMAX_MAIN 水平転送サイズ・レジスタ(メイン・フレーム) R/W 0000_0000H 
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          (2/2) 

アドレス レジスタ略号 機能 R/W リセット時 

0110H CA_DMAY_MAIN 垂直転送サイズ・レジスタ(メイン・フレーム) R/W 0000_0000H 

0114H CA_YPLANE_A Y Plane転送アドレス・レジスタ(A Frame) R/W 0000_0000H 

0118H CA_UVPLANE_A UV Plane転送アドレス・レジスタ(A Frame) R/W 0000_0000H 

011CH CA_YPLANE_B Y Plane転送アドレス・レジスタ(B Frame) R/W 0000_0000H 

0120H CA_UVPLANE_B UV Plane転送アドレス・レジスタ(B Frame) R/W 0000_0000H 

0124H- 

0228H 
－ Reserved － － 

022CH CA_MODULECONT モジュール制御レジスタ R/W 0000_0000H 

0230H CA_UPDATE 更新レジスタ R/W 0000_0000H 

0234H CA_MIRROR 水平垂直反転制御レジスタ R/W 0000_0000H 

0238H CA_OD_BYTELANE 
バイトレーン制御レジスタ 

（YUV 422 Interleaveモード専用） 
R/W 0000_00E4H 

023CH － Reserved － － 

0240H CA_X3R 転送終了 X座標レジスタ（イネーブルモード専用） R/W 0000_0000H 

0244H CA_VPLANE_A V Plane転送アドレス・レジスタ(A Frame) R/W 0000_0000H 

0248H CA_VPLANE_B V Plane転送アドレス・レジスタ(B Frame) R/W 0000_0000H 

024CH- 

0250H 
－ Reserved － － 

0254H CA_OD_BYTELANE2 バイトレーン制御レジスタ２ R/W 0000_E4E4H 

0258H CA_QOS 簡易 QoS設定レジスタ R/W 0000_0000H 

025CH- 

FFFFH 
－ Reserved － － 
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3.2  レジスタ機能 

3.2.1  割り込みレジスタ 
CAMは 4種類の割り込みを発行します。各割り込みの制御は割り込み設定レジスタの各ビットに割り当てていま

す。詳細は表 3-1を参照してください。 

表3-1 割り込み要因一覧 

割り込み名 要因 ビット・アサイン 

メイン・フレーム・ 

オーバーラン割り込み 

メイン・フレームへ転送時に，内部バッファがオーバー

ランした場合に割り込みを発行します。 
3 

メイン・フレーム・ 

転送完了割り込み 

メイン・フレームへの 1フレームデータ転送が完了する

と割り込みを発行します。 
2 

転送エラー割り込み 

AHB転送中に ERROR/RETRY/SPLIT応答を受信すると

割り込みを発行します。 

転送エラー発生時は，転送中のトランザクションは破棄

されますが，その後の転送は継続します。 

1 

垂直同期割り込み 

CAM_VSのフレーム開始エッジ（VS_POL設定）に割り

込みを発行します。CAM_VSが正論理のとき CAM_VS

の立ち上がりで発生。CAM_VSが負論理のときCAM_VS

の立下りで発生。 

0 

    備考）割り込み要因のセット／クリアが競合した場合はセットが優先されます。 
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（1）INTステータス・レジスタ 

本レジスタ（CA_STATUS：400B_0000H）は，CA_ENSET でマスク解除されている割り込み要因の状態を示

します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINOR MAINTC DMAERR CAM_VS 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:4 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINOR R 3 0 メインフレームオーバーラン割り込み要因 

0：なし     1：あり 

MAINTC R 2 0 メインフレーム転送完了割り込み要因 

0：なし     1：あり 

DMAERR R 1 0 転送エラー割り込み要因 

0：なし     1：あり 

CAM_VS R 0 0 垂直同期割り込み要因 

0：なし     1：あり 
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（2）INT RAWステータス・レジスタ 

本レジスタ（CA_RAWSTATUS：400B_0004H）は，CA_ENSETの状態にかかわらず割り込み要因の状態を示

します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINORRA

W 

MAINTCRA

W 

DMAERRRA

W 

CAM_VSRA

W 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:4 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINORRAW R 3 0 メインフレームオーバーラン割り込み要因 

0：なし     1：あり 

MAINTCRAW R 2 0 メインフレーム転送完了割り込み要因 

0：なし     1：あり 

DMAERRRAW R 1 0 転送エラー割り込み要因 

0：なし     1：あり 

CAM_VSRAW R 0 0 垂直同期割り込み要因 

0：なし     1：あり 
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（3）INT Enableセット・レジスタ 

本レジスタ（CA_ENSET：400B_0008H）は，割り込みマスクを解除します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINOR_EN MAINTC_EN DMAERR_E

N 

CAM_VS_E

N 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:4 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

R 3 0 メインフレームオーバーラン割り込み状態 

0：マスク     1：マスク解除 

MAINOR_EN 

W 3 0 メインフレームオーバーラン割り込み要因 

0：－       1：マスク解除 

R 2 0 メインフレーム転送完了割り込み状態 

0：マスク     1：マスク解除 

MAINTC_EN 

W 2 0 メインフレーム転送完了割り込み要因 

0：－       1：マスク解除 

R 1 0 DMA転送エラー割り込み状態 

0：マスク     1：マスク解除 

DMAERR_EN 

W 1 0 DMA転送エラー割り込み要因 

0：－       1：マスク解除 

R 0 0 垂直同期割り込み状態 

0：マスク     1：マスク解除 

CAM_VS_EN 

W 0 0 垂直同期割り込み状態 

0：－       1：マスク解除 

 注意）CAM_VS_ENビットは，CAM_CLKI ドメインのリセットを解除してから 16CLK@CAM_CLKI 以上経過後に

設定してください。 
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（4）INT Enableクリア・レジスタ 

本レジスタ（CA_ENCLR：400B_000CH）は，割り込みをマスクします。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINORMA

SK 

MAINTCMAS

K 

DMAERRMA

SK 

CAM_VSMA

SK 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:4 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINORMASK W 3 0 メインフレームオーバーラン割り込み要因 

0：－      1：マスク 

MAINTCMASK W 2 0 メインフレーム転送完了割り込み要因 

0：－      1：マスク 

DMAERRMAS

K 

W 1 0 転送エラー割り込み要因 

0：－      1：マスク 

CAM_VSMAS

K 

W 0 0 垂直同期割り込み要因 

0：－      1：マスク 
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（5）INT要因クリア・レジスタ 

本レジスタ（CA_FFCLR：400B_0010H）は，割り込み要因をクリアします。要因クリア後に自動クリアされ

ます。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINORCLR MAINTCCLR DMAERRCL

R 

CAM_VSCL

R 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:4 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINORCLR W 3 0 メインフレームオーバーラン割り込み要因 

0：－      1：マスク 

MAINTCCLR W 2 0 メインフレーム転送完了割り込み要因 

0：－      1：マスク 

DMAERRCLR W 1 0 転送エラー割り込み要因 

0：－      1：マスク 

CAM_VSCLR W 0 0 垂直同期割り込み要因 

0：－      1：マスク 
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（6）エラー・アドレス・レジスタ 

本レジスタ（ CA_ERRORADR： 400B_0014H）は， DMA 転送中に， AHB バス・レスポンスの

ERROR/RETRY/SPLIT応答を受信すると，その時点の HADDRを保持します。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

ERRADR 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

ERRADR 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

ERRADR 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

ERRADR Reserved LOCK 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

ERRADR R 31:2 0 OKAYレスポンス以外の応答発生時の HADDRを格納します。 

Reserved R 1 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

LOCK R/W 0 0 エラーステータス 

0：エラーアドレス格納待ち   1：エラーアドレスを格納した状態 

 注意）LOCKビットが 0に設定されている状態でエラー応答が発生すると，その時点の HADDRの状態を ERRADR

ビットに格納し，同時に LOCKも 1にセットされます。再度取得したい場合は LOCKに 0をセットしてくださ

い。LOCKに 1をセットしても，何も変化しません。 
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3.2.2  制御レジスタ 

（1）カメラ・コントロール・レジスタ 

本レジスタ（CA_CSR：400B_0020H）は，CAMモジュールを制御する 16ビットのレジスタです。CAM_VS，

CAM_HS 信号サンプリング・モードに設定する場合は，SYNCTYPE ビット，SYNCMODE ビットともに 0H 設

定してください。 

設定値の変更は，DMA転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0の状態）で行ってくださ

い。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

656MODE PIXEL_YUV SYNCTYPE PIXELMODE DATA_OD DATA_ID LD_TMG 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

VS_DET HS_DET LIMITSEL SYNCMODE CLK_EDGE DATA_DET VS_POL HS_POL 

 

            (1/2) 

名称 R/W ビット リセット時 機能 

Reserved R 31:16 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。 

656MODE R/W 15:14 0 ITU-R BT.656モード時の格納するフィールドを指定します。 

（SYNCMODE ビットで ITU-R BT.656モード時のみ設定が有効になりま

す） 

00b：1stフィールドを先頭に，1st，2ndの両フィールドをバッファに格納。

01b：2ndフィールドを先頭に，1st，2ndの両フィールドをバッファに格納。

10b：1stフィールドのみをバッファに格納する 

11b：2ndフィールドのみをバッファに格納する 

PIXEL_YUV R/W 13 0 0：PIXELMODEビット有効 

1：YUV 420/422 Planarモード（PIXELMODE設定無効） 

SYNCTYPE R/W 12 0 データサンプリングモードを指定します。 

（SYNCMODEビット CAM_VS, CAM_HS信号サンプリングモード時のみ

設定が有効になります） 

0：CAM_VS,CAM_HS信号サンプリングモード 

1：イネーブル信号サンプリングモード 

PIXELMODE R/W 11 0 メモリへ転送するデータ・フォーマットを指定します。 

（SYNCMODEビット CAM_VS, CAM_HS信号サンプリングモード時のみ

有効） 

0：YUV 420/422 Semi-Planarモード 

1：YUV422 Interleaveモード 
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            (2/2) 

名称 R/W ビット リセット時 機能 

DATA_OD R/W 10 0 メモリへ転送するデータの Endianを指定します。 

（PIXELMODEビット YUV 420/422 Semi-Planarモード時のみ有効） 

  bit32          bit0 

0： Y Planer | Y2 | Y3 | Y0 | Y1 | 

 UV Plane | U1 | V1 | U0 | V0 | 

1： Y Plane | Y3 | Y2 | Y1 | Y0 | 

 UV Plane | V1 | U1 | V0 | U0 | 

DATA_ID R/W 9 0 CAMYUVから入力されるデータ並びを指定します 

0： U→Y→V→Y  1： Y→U→Y→V 

LD_TMG R/W 8 0 レジスタ設定値反映タイミングを選択します（図 3-1参照） 

0：CAM_VSの先頭（CAM_VSが正論理の場合CAM_VSの立ち上がり） 

1：CAM_VSの終端（CAM_VSが正論理の場合 CAM_VSの立ち下がり）

VS_DET R/W 7 0 CAM_VS検出クロックエッジ選択 

0：CAM_CLKI立ち上がり  1：CAM_CLKI立ち下がり 

HS_DET R/W 6 0 CAM_HS検出クロックエッジ選択 

0：CAM_CLKI立ち上がり  1：CAM_CLKI立ち下がり 

LIMITSEL R/W 5 0 YUV出力データの制限値選択 

0：ITU-R BT.656準拠(Y:16-235 U,V:16-240) 

1：8bit Full(Y,U,Vとも 0-255) 

SYNCMODE R/W 4 0 同期モード選択 

0： CAM_VS, CAM_HS信号サンプリングモード 

1： ITU-R BT.656モード 

CLK_EDGE R/W 3 0 クロックエッジ選択 

0：片エッジ転送  1：両エッジ転送 

片エッジ転送のとき，CAM_CLKIの有効エッジは

DATA_DET,HS_DET,VS_DETによって選択されます。両エッジ転送のと

き，CAM_VS,CAM_HSは立ち上がり検出になります。 

DATA_DET R/W 2 0 CAMYUV検出クロックエッジ選択 

0：CAM_CLKI立ち上がり  1：CAM_CLKI立ち下がり 

VS_POL R/W 1 0 CAM_VSの極性設定 

0：正論理  1：負論理 

サンプリングモード（SYNCTYPEビット）の設定で説明が複雑になります。

図 3-2で機能説明します。 

HS_POL R/W 0 0 CAM_HSの極性設定 

0：正論理  1：負論理 

サンプリングモード（SYNCTYPEビット）の設定で説明が複雑になりま

す。図 3-2で機能説明します。 

 



第 3章  レジスタ 

ユーザーズ・マニュアル S19285JJ3V0UM 27

注意）・SYNCTYPEビット，SYNCMODEビットと各種モードについては 表 3-2 SYNCTYPEビット,SYNCMODE

ビットとサンプリングモードの関係を参照願います。 

  ・本レジスタの設定は，必ず CAM_CLKIドメインのリセットをアクティブにした状態で行ってください。また，

DMA転送要求中または CAMが動作中は設定を変更しないでください。動作を保証できません。 

  ・ITU-R BT.656モード（SYNCMODE=1，SYNCTYPE=0）では，VS_DETと HS_DETの極性を DATA_DETの

極性と合わせてください。 

 

表3-2 SYNCTYPEビット,SYNCMODEビットとサンプリングモードの関係 

サンプリングモード SYNCTYPEビット SYNCMODEビット 

CAM_VS,CAM_HS信号サンプリングモード 0 0 

ITU-R BT.656モード 0 1 

イネーブル信号サンプリングモード 1 0 

 

表3-3 サンプリングモードと有効ビットの関係 

サンプリングモード VS_POL HS_POL LD_TMGビット 

CAM_VS,CAM_HS信号サンプリングモード ○ ○ ○ 

ITU-R BT.656モード ○ ○ ○ 

イネーブル信号サンプリングモード ○ ○ × 

       ○：設定有効    ×：設定無効 

VS_POL，HS_POL，LD_TMG以外の設定ビットは全てのサンプリングモードで有効です。 

 

図3-1 LD_TMGビット設定値とレジスタ設定値反映タイミングの関係 

CAM_VS 

有効データ範囲 

垂直ブランク期間 

水平ブランク期間 

LD_TMG=0 

LD_TMG=1 
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図3-2 サンプリングモードと VS_POL，HS_POL設定の説明 

CAM_HS 
CAM_VS 

CA_X2R 

CA_X1R

CA_Y1R

CA_Y2R 有効データ期間 

VS_POL=0、HS_POL=0 の場合 

CAM_VS、CAM_HS の立ち上がりを基点として 

CA_Y1R、CA_Y2R、CA_X1R、CA_X2R を設定します。 

CAM_HS

CAM_VS

CA_X2R 

CA_X1R 

CA_Y1R

CA_Y2R 有効データ期間 

VS_POL=1、HS_POL=1 の場合 

CAM_VS、CAM_HS の立ち下がりを基点として 

CA_Y1R、CA_Y2R、CA_X1R、CA_X2R を設定します。 

CAM_YUV 

CAM_HS 

CAM_VS 

1 フレーム 

VS_POL=0、HS_POL=0 の場合 

CAM_VS＝1、CAM_HS＝1 の期間がデータ期間となります。 

CAM_VS、CAM_HS の立ち上がりを基点として 

CA_Y1R、CA_Y2R、CA_X1R、CA_X2R を設定します。 

データ期間 

ブランク期間 

1 フレーム 

VS_POL=１、HS_POL=１の場合 

CAM_VS＝0、CAM_HS＝0 の期間がデータ期間となります。 

CAM_VS、CAM_HS の立ち下がりを基点として 

CA_Y1R、CA_Y2R、CA_X1R、CA_X2R を設定します。 

CAM_YUV

CAM_HS

CAM_VS

データ期間 ブランク期間 データ期間 ブランク期間 

データ期間 

ブランク期間 

CAM_VS/CAM_HS 信号サンプリング（SYNCTYPE=0）モード 

イネーブル信号サンプリング（SYNCTYPE=1）モード 
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（2）バイトレーン制御レジスタ 

本レジスタ（CA_OD_BYTELANE：400B_0238H）は，メモリ格納時のバイトレーンへどの成分を出力するか

を制御します。なお，このレジスタ設定は YUV 422 Interleaveのみ有効です。 

設定値の変更は，DMA転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0の状態）で行ってくださ

い。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

YUV_OD_BYTELANE 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:8 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

YUV_OD_BYTELAN

E 

R/W 7:0 E4H メモリへ転送するデータのバイトレーンを指定します。図 3-3をご参

照ください。 

（YUV 422 Interleaveモード（CA_CSR）時のみ有効） 

メモリ格納時のバイトレーンへどの成分を出力するかを選択します。

   Interleave  

00： Y0      

01： Y1      

10： U0      

11： V0      

YUV_OD_BYTELANE 

対応ビット（設定） 

出力データ成分選択 

対応バイトレーン 

7:6 31:24 

5:4 23:16 

3:2 15:8 

1:0 7:0  
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（3）バイトレーン制御レジスタ２ 

本レジスタ（CA_OD_BYTELANE2：400B_0254H）は，メモリ格納時のバイトレーンへどの成分を出力するか

を制御します。なお，このレジスタ設定は全出力モードに有効です。 

設定値の変更は， DMA 転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0 の状態）で行ってくだ

さい。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Y_BYTELANE 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

UV_BYTELANE 

 

            (1/2) 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:16 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

Y_BYTELANE R/W 15:8 E4H メモリへ転送するデータのバイトレーンを指定します。メモリ格納時

のバイトレーンへどの成分を出力するかを選択します。 

1)YUV 422 interleave時 

00：Y0 01：Y1 10：U0 11：V0 

Y_ BYTELANE 

対応ビット（設定） 

出力データ成分選択 

対応バイトレーン 

7:6 31:24 

5:4 23:16 

3:2 15:8 

1:0 7:0 

2)YUV 420/422 Semi-Planar, YUV 420/422 Planar時 

00：Y0 01：Y1 10：Y2 11：Y3 

Y_ BYTELANE 

対応ビット（設定） 

出力データ成分選択

対応バイトレーン 

7:6 31:24 

5:4 23:16 

3:2 15:8 

1:0 7:0  
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            (2/2) 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

UV_BYTELANE R/W 7:0 E4H メモリへ転送するデータのバイトレーンを指定します。（YUV 

420/422 Semi-Planar,YUV 420/422 Planar（YUVFMTで選択）時の

み有効） 

メモリ格納時のバイトレーンへどの成分を出力するかを選択します。

1)YUV 420/422 Semi-Planar時 

00：U0 01：V0 10：U1 11：V1 

UV_ BYTELANE 

対応ビット（設定） 

出力データ成分選択 

対応バイトレーン 

7:6 31:24 

5:4 23:16 

3:2 15:8 

1:0 7:0 

2)YUV 420/422 Planar時 

00：U0/V0 01：U1/V1 10：U2/V2 11：U3/V3 

UV_ BYTELANE 

対応ビット（設定） 

出力データ成分選択 

対応バイトレーン 

7:6 31:24 

5:4 23:16 

3:2 15:8 

1:0 7:0  
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図3-3 CA_OD_BYTELANE / CA_OD_BYTELANE2設定値と出力データの関係 
 

＜設定値と出力成分＞ 
00：Y0 
01：Y1 
10：U0 
11：V0 

 

31 24 23 16 15 8 7 0 

Y0Y1U0V0 
フレームメモリ書き込み

ワードイメージ 

■  出力データフォーマット YUV Pixel Interleave設定例 

Y0Y1U0V0 ライトバッファ格納イメージ 

＜CA_OD_BYTELANE 設定例＞ 
 
   31         0  
   |Y0|Y1|U0|V0| : 00011011H 
   |Y0|Y1|V0|U0| : 00011110H 
   |Y0|U0|Y1|V0| : 00100111H 
   |Y0|U0|V0|Y1| : 00101101H 
   |Y0|V0|Y1|U0| : 00110110H 
   |Y0|V0|U0|Y1| : 00111001H 
   |Y1|Y0|U0|V0| : 01001011H 
   |Y1|Y0|V0|U0| : 01001110H 
   |Y1|U0|Y0|V0| : 01100011H 
   |Y1|U0|V0|Y0| : 01100010H 
   |Y1|V0|Y0|U0| : 01110010H 
   |Y1|V0|U0|Y0| : 01111000H 
   |U0|Y0|Y1|V0| : 10000111H 
   |U0|Y0|V0|Y1| : 10001101H 
   |U0|Y1|Y0|V0| : 10010011H 
   |U0|Y1|V0|Y0| : 10011100H 
   |U0|V0|Y0|Y1| : 10110001H 
   |U0|V0|Y1|Y0| : 10110100H 
   |V0|Y0|Y1|U0| : 11000110H 
   |V0|Y0|U0|Y1| : 11001001H 
   |V0|Y1|Y0|U0| : 11010010H 
   |V0|Y1|U0|Y0| : 11011000H 
   |V0|U0|Y0|Y1| : 11100001H 
   |V0|U0|Y1|Y0| : 11100100H 

byte0byte1byte2byte3 

31 24 23 16 15 8 7 0 

byte0byte1byte2byte3 

7 6 5 4 3 2 1 0

byte3 byte2 byte1 byte0CA_OD_BYTELANE 

■  出力データフォーマット YUV Planar 設定例 

Y0Y1Y2 Y3 

U0U1U2U3 

V0V1V2 V3 

Y1Y0Y3 Y2 

U1U0U3U2 

V1V0V3 V2 

設定値 
E4H 

(デフォルト) 

設定値 
B1H 

 

Y plane 

U plane 

V plane 

Y plane 

U plane 

V plane 

フレームメモリ書き込み

ワードイメージ 

 
  注意）出力フォーマットと有効な BYTELANE設定 

     バイトレーン設定は，出力フォーマットによって設定が有効なものと無効なものがあります。以下の表

に示します。 
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表3-4 出力フォーマットと有効な BYTELANE設定 

出力フォーマット 
DATA_OD 

（エンディアン設定） 

CA_OD_BYTELANE CA_OD_BYTELANE2

YUV 422 Interleave × ○ ○ 

YUV 420/422 Semi-Planar ○ × ○ 

YUV 420/422 Planar × × ○ 

                                                     ○：設定有効     ×：設定無効 

 

※制限事項 

バイトレーン設定を行なう場合は，複数のレジスタを設定しないでください。対象の設定レジスタ以外はデフォル

ト値で使用してください。 

（例） DATA_ODで設定する場合は，CA_OD_BYTELANE2はデフォルト値（E4H）にする。 
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3.2.3  有効画像範囲設定レジスタ 

Cameraから取り込むデータの有効範囲を設定します。有効範囲に設定されたデータの先頭は U（青色差信号）また

は Y(輝度信号)で始まるように設計されています。YUV4:2:2データは 1ピクセル=2byteのデータ形式で両エッジ転送

の場合は CAM_CLKI1周期で 1ピクセル，片エッジ転送の場合は CAM_CLKI2周期で 1ピクセルを取り込みます。設

定最小画素数として，YUV 422 Interleaveモード時には 2pixelを最小とした 2pixel単位で，Semi-planarモードでは

4pixelを最小とした 4pixel単位で，Planarモードでは 8pixelを最小とした 8pixel単位で設定してください。 

 

通常転送の場合はCameraから取り込む有効範囲のデータがメモリへの転送データとなりますが，リサイズ転送では

転送サイズ・レジスタで設定した範囲が転送範囲となり，転送サイズの指定方法が異なりますので注意が必要です。

詳細の説明については 4.8 章を参照願います。 

有効画像範囲の各レジスタ（CA_X1R，CA_X2R，CA_X3R，CA_Y1R，CA_Y2R）の設定値は，更新レジスタによ

り動作へ反映されます。詳細は更新レジスタの説明を参照願います。 

 

 

（1）転送開始 X座標レジスタ 

本レジスタ（CA_X1R：400B_0030H）は，水平方向の転送を開始するタイミングをCAM_HSの立ち上がりを

基点(水平同期が正論理の場合)としたCAM_CLKIのクロック数で設定します。レジスタへの設定は（開始タイミン

グクロック数）を設定します。詳細の説明については 4.8 章 4.9 章を参照願います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved CA_X1R 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CA_X1R 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:13 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

CA_X1R R/W 12:0 0 転送開始 X座標レジスタ CA_X1R (Camera X1 Register ) 

有効画像開始位置 

CAM_HSから有効画像開始位置までのクロック数を設定 

ただし，イネーブルモード（CA_CSR）では，クロップ開始クロッ

ク数を設定してください。 

※最低設定値はモードにより異なるためご注意ください。 

・垂直同期/水平同期信号サンプリング：最低設定値=0 

・イネーブルサンプリング：最低設定値=0 
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（2）転送終了 X座標レジスタ 

本レジスタ（CA_X2R：400B_0034H）は，画像転送領域の右端を設定するレジスタでラインの終了位置を

CAM_HSの立ち上がりを基点(水平同期が正論理の場合) として有効としたい範囲の終了位置を設定します。レジ

スタへの設定は，終了タイミングクロック数を設定します。 

CA_X1RからCA_X2Rまでの区間の画像がメモリに転送されます。詳細の説明については 4.8 章 4.9 章を参照願

います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved CA_X2R 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CA_X2R 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:13 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

CA_X2R R/W 12:0 0 転送終了 X座標レジスタ CA_X2R (Camera X2 Register ) 

有効画像終了位置 

CAM_HSから有効画像終了位置までのクロック数を設定 

ただし，イネーブルモード（CA_CSR）では，クロップ終了クロッ

ク数を設定してください。 
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（3）転送終了 X座標レジスタ（イネーブルモード専用） 

本レジスタ（CA_X3R：400B_0240H）は，イネーブルモード（CA_CSR）時のみ有効です。有効画像終了クロッ

ク数を設定してください。詳細の説明については 4.8 章，4.9 章を参照願います。CAM_VS,CAM_HS信号サンプ

リングモード（CA_CSRレジスタSYNCTYPEビット）時は無視されます。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved CA_X3R 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CA_X3R 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:13 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

CA_X3R R/W 12:0 0 転送終了 X座標レジスタ CA_X3R (Camera X3 Register ) 

イネーブルモード時，有効画像終了位置 

有効画像終了位置までのクロック数を設定 
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（4）転送開始 Y座標レジスタ 

本レジスタ（CA_Y1R：400B_0038H）は，画像転送領域の上端を設定するレジスタで画像転送の開始ラインを

CAM_VSの立ち上がりを基点(垂直同期が正論理の場合) としてCAM_HSのカウント数で設定します。 

詳細の説明については 4.8 章，4.9 章を参照願います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved CA_Y1R 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CA_Y1R 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:12 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

CA_Y1R R/W 11:0 0 転送開始 Y座標レジスタ CA_Y1R (Camera Y1 Register ) 

有効画像開始ライン 

ただし，イネーブルモード（CA_CSR）では，クロップ開始ライン数

を設定してください。 

また，出力フォーマットが YUV420の時は 2line単位で設定してく

ださい。それ以外の時は 1line単位で設定できます。 
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（5）転送終了 Y座標レジスタ 

本レジスタ（CA_Y2R：400B_003CH）は，画像転送領域の下端を設定するレジスタで画像転送の終了ライン

をCAM_VSの立ち上がりを基点(垂直同期が正論理の場合) としてCAM_HSのカウント数で設定します。 

詳細の説明については 4.8 章，4.9 章を参照願います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved CA_Y2R 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

CA_Y2R 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:12 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

CA_Y2R R/W 11:0 0 転送終了 Y座標レジスタ CA_Y2R (Camera Y2 Register ) 

有効画像終了ライン 

ただし，イネーブルモード（CA_CSR）では，クロップ終了ライン数

を設定してください。 

また，出力フォーマットが YUV420の時は 2line単位で設定してく

ださい。それ以外の時は 1line単位で設定できます。 
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3.2.4  レベル調整レジスタ 

（1）ゲイン・レジスタ（輝度信号，U色差信号，V色差信号） 

本レジスタ（CA_BNGR：400B_0044H，CA_CBGR：400B_004CH，CA_CRGR：400B_0054H）は，入力デー

タに対してゲイン量を調整するためのレジスタで Y/U/V個別に指定出来ます。 

レジスタは符号無し 8bit固定小数点でMSBの INT0ビットが整数部になり LSBから 7bitの DEC [6:0]が小数部を

表していて 0から 1/128刻みに最大約 1.99倍までの設定が可能です。 

ゲイン調整を行いたくないときはレジスタを 80H(INT0=1/DEC[6:0]=0)に設定してください。 

なおゲイン・レジスタを 0に設定すると YUVの成分データがそれぞれ対応するオフセット・レジスタに指定さ

れた値に置き換えられてメモリに転送します。 

ゲイン・レジスタ（CA_BNGR，CA_CBGR，CA_CRGR）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されま

す。詳細は更新レジスタの説明を参照願います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

BNGR/CBGR/CRGR 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:8 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

BNGR R/W 7:0 80H 輝度ゲイン・レジスタ 

Ygain=Yin x BNGR 

CBGR R/W 7:0 80H U色差ゲイン・レジスタ 

Ugain=Uin x CBGR 

CRGR R/W 7:0 80H V色差ゲイン・レジスタ 

Vgain=Vin x CRGR 
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（2）オフセット・レジスタ（輝度信号，U色差信号，V色差信号） 

本レジスタ（CA_BNZR：400B_0040H，CA_CBZR：400B_0048H，CA_CRZR：400B_0050H）は，ゲイン調

整後のデータに対してオフセット量を加減算するためのレジスタで Y/U/V 個別に指定出来ます。レジスタは符号

付 8bit 整数レジスタで MSB の SIGN ビットが符号ビットで LSB から 7bit の OD[6:0]が整数部を表し-128 から 

+127の設定が可能です。オフセット調整を行いたくないときはレジスタを 0に設定してください。 

またオフセット・レジスタはゲイン・レジスタを 0に設定している場合は YUVデータの値を指定するレジスタ

になります。成分データに対応するゲイン・レジスタを 0 に設定するとオフセット・レジスタに設定された値に

置き換えてメモリに転送します。このモードを使用することによりモノクロやセピア色に変換して画像の転送を

行うことができます。 

オフセット・レジスタ（CA_BNZR，CA_CBZR，CA_CRZR）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映さ

れます。詳細は更新レジスタの説明を参照願います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

BNZR/CBZR/CRZR 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:8 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

BNZR R/W 7:0 0 輝度オフセット・レジスタ 

Yoffset=Ygain + BNZR 

BNZRは符号付 8bit整数で-128-+127の値（2の補数） 

CBZR R/W 7:0 0 U色差オフセット・レジスタ 

Uoffset=Ugain + CBZR 

CBZRは符号付 8bit整数で-128-+127の値（2の補数） 

CRZR R/W 7:0 0 V色差オフセット・レジスタ 

Voffset=Vgain + CRZR 

CRZRは符号付 8bit整数で-128-+127の値（2の補数） 
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3.2.5  転送制御レジスタ 

（1）転送コントロール・レジスタ 

本レジスタ（CA_DMACNT：400B_0080H）は，転送コントロール・レジスタはデータ転送を制御するレジス

タです。  

設定値の変更は， DMA 転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0 の状態）で行ってくだ

さい。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved MAINYUV Reserved MAINREC 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINMODE Reserved MNRESIZE PCULLR 

 

            (1/2) 

名称 R/W ビット リセット時 機能 

Reserved R 31:13 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINYUV R/W 12 0 メイン・フレームのメモリへの出力フォーマットを指示します。 

0：YUV422  1：YUV420 

Reserved R 11:10 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINREC R/W 9:8 0 メイン・フレーム最後に転送したフレーム履歴を表示します。 

リード動作で履歴を読み出せます。（注 1） 

ライト動作は 3をライトすると履歴をクリアします。それ以外は無効です

MAINREC1 MAINREC0 リード ライト 

0 0 A Frame - 

0 1 A Frame - 

1 0 B Frame - 

1 1 B Frame 履歴クリア 
 

Reserved R 7:6 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。
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            (2/2) 

名称 R/W ビット リセット時 機能 

MAINMODE R/W 5:4 0 メイン・フレームの転送モードを設定します。 

MAIN 

MODE1 

MAIN 

MODE0

転送モード 

0 0 

シングル転送 

転送フレーム・レジスタで設定したフレームに

1フレームだけ転送します。 

0 1 

リピート転送(フレーム・バッファ固定) 

転送フレーム・レジスタで設定したフレームに

繰り返し転送します 

1 0 

リピート転送(ダブル・バッファ)（注 2） 

A フレームから始まり A/B フレーム交互に転

送します 

1 1 
リピート転送(ダブル・バッファ) （注 2) 

同上 
 

Reserved R 3 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。 

MNRESIZE R/W 2 0 メイン・フレームのリサイズ設定を行います。 

0：リサイズを行わない。 1：リサイズを行う。 

PCULLR R/W 1:0 0 転送フレームの間引き率を設定します。間引きなしに設定したときは毎フレー

ム，データを転送しますが間引き率を設定すると指定された回数に1回だけデー

タを転送します。 

PCULLR1 PCULLR0 モード 30fps動作の時の転送 

レート 

0 0 間引きなし 30fps 

0 1 1/2間引き 15fps 

1 0 1/3間引き 10fps 

1 1 1/4間引き 7.5fps 

  

 ※DMA転送要求中，または CAMが動作中は設定を変更しないでください。動作を保証できません。 

 注１）履歴情報は，転送完了後に有効な値となります。 

 注２）リピート転送（ダブル・バッファ）で転送を行う場合は，直前に CAMマクロのリセットを行ってください。 
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（2）転送フレーム・レジスタ 

本レジスタ（CA_FRAME：400B_0084H）は，転送フレームを設定するレジスタで転送コントロール・レジス

タの転送モードをシングル転送，リピート転送（Frame Buffer固定）に設定したときに有効なレジスタです。  

設定値の変更は，DMA転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0の状態）で行ってくださ

い。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINFRM 

 

名称 R/W ビット リセット時 機能 

Reserved R 31:2 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作します。

MAINFRM R/W 1:0 1H メイン・フレームの転送先フレームを指示します。 

転送モードがシングル転送またはリピート転送(Frame Buffer 固定)に設定

されているときに有効なレジスタです。 

MAINFRM1 MAINFRM0 フレーム 

0 0 A Frame 

0 1 A Frame 

1 0 B Frame 

1 1 B Frame  
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（3）転送要求レジスタ 

本レジスタ（CA_DMAREQ：400B_0088H）は，DMA転送の起動を設定するレジスタです。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINREQ 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:1 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

R 0 DMAREQが受け付けられると本ビットが 1にセットされます。 

DMA終了でクリアされます。シングル転送モードでは，1フレーム

転送完了後に自動的にクリアされます。 

MAINREQ 

W 

0 

－ 1をセットすることで DMA転送要求を行います。 

CA_DMACNTレジスタのMAINMODEビットの設定により動作が異

なります。 

シングル転送モード：1フレーム転送を行います 

リピート転送モード：転送解除要求レジスタをセットするまで DMA

を繰り返します。0を書き込んでも何も起こりません 
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（4）転送要求解除レジスタ 

本レジスタ（CA_DMASTOP：400B_008CH）は，リピート転送時に転送を停止させるためのレジスタです。

要求解除セット後の，転送フレーム終了時に有効となります。転送要求のステータスは，転送要求レジスタをポー

リングすることで確認できます。 

ライト・オンリーのレジスタとなっています。1をセットすることで DMA転送を終了します。0を書き込んで

も何も変化しません。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAINSTOP

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved W 31:1 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

MAINSTOP W 0 0 メイン・フレームのリピート転送を停止します。 

1：転送停止 
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3.2.6  アドレス加算量レジスタ 

（1）アドレス加算量レジスタ 

本レジスタ（CA_LINESIZE_MAIN：400B_0100H）は，転送画像の 1ラインのアドレスサイズを指定するレジ

スタです。また別の設定方法として転送先メモリ上にすでに格納されている画像の 1 ライン分のアドレスサイズ

を指定することによりメモリ上の画像の任意の矩形位置へ Camera画像の上書き転送を行うことも出来ます。 

アドレス加算量レジスタ（CA_LINESIZE_MAIN）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されます。詳細

は更新レジスタの説明を参照願います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved LINESIZE_MAIN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

LINESIZE_MAIN 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:13 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

LINESIZE_MAIN R/W 12:0 0 アドレス加算量 

1ラインのアドレスを指定します。（下位 2bitは 0固定です） 

 注意）YUV420/422Semi-Planarモード，YUV422 Interleaveモード（CA_CSR）により設定値が変わります。 

 

表3-5 設定可能最小単位 

出力フォーマット Pixelモード 設定可能最小単位 

YUV Interleave 4byte [1word] (2画素) 

YUV Semi-Planar 4byte [1word] (4画素) 

YUV422 

 

 YUV Planar 8byte [2word] (8画素) 

YUV Semi-Planar 4byte [1word] (4画素) 
YUV420 

YUV Planar 8byte [2word] (8画素) 
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図3-4 メモリ・格納イメージと設定値 
 

○YUV Semi-Planar，YUV Planar モード 

Y3 Y2 Y1 Y0 

1WORD 

V0 Y1 U0 Y0 V1 Y3 U1 Y2 V2 Y5 U2 Y4 V3 Y7 U3 Y6

HSIZE=8 の場合， 
設定値は 8 となる 

V1 U1 V0 U0 

1WORD 

Y7 Y6 Y5 Y4

V3 U3 V2 U2

○YUV Pixel Interleave モード

1WORD 

HSIZE=8 の場合， 
設定値は 16 となる 
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3.2.7  リサイズ・レジスタ 

（1）水平縮小率レジスタ 

本レジスタ（CA_XRATIO_MAIN：400B_0104H）は，水平方向の縮小率を設定するレジスタで CA_DMACNT

レジスタの RESIZEビットを 1にセットしているときに有効です。 

水平縮小率レジスタ（CA_XRATIO_MAIN）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されます。詳細は更新

レジスタの説明を参照願います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved XRATIO_MAIN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

XRATIO_MAIN 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:10 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

XRATIO_MAIN R/W 9:0 0 水平方向の縮小率を設定します。設定範囲は 0から 959までです 

縮小転送は CA_DMACNTレジスタのMNRESIZEビットが１の時に

有効になります。 

(但しこの場合でも XRATIOを 0に設定している場合は縮小されませ

ん) 

XRATIOの設定により以下の式で示される縮小率になります。 

XRATIO64

64


縮小率  
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（2）垂直縮小率レジスタ 

本レジスタ（CA_YRATIO_MAIN：400B_0108H）は，垂直方向の縮小率を設定するレジスタで CA_DMACNT

レジスタの RESIZEビットを 1にセットしているときに有効です。 

垂直縮小率レジスタ（CA_YRATIO_MAIN）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されます。詳細は更新

レジスタの説明を参照願います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved YRATIO_MAIN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

YRATIO_MAIN 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:10 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

YRATIO_MAIN R/W 9:0 0 垂直方向の縮小率を設定します。設定範囲は 0から 959までです 

縮小転送は CA_DMACNTレジスタのMNRESIZEビットが１の時に

有効になります。 

(但しこの場合でも YRATIOを 0に設定している場合は縮小されませ

ん) 

YRATIOの設定により以下の式で示される縮小率になります。 

YRATIO64

64


縮小率  
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3.2.8  フレーム制御レジスタ 

（1）水平転送サイズ・レジスタ 

本レジスタ（CA_DMAX_MAIN：400B_010CH）は，水平方向の転送画素数を設定するレジスタです。転送画

素数は，YUV 422 Interleaveモード時には 2pixelを最小とした 2pixel単位で，Semi-planarモードでは 4pixelを最

小とした 4pixel単位で，Planarモードでは 8pixelを最小とした 8pixel単位で設定してください。 

水平転送サイズ・レジスタ（CA_DMAX_MAIN）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されます。詳細

は更新レジスタの説明を参照願います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved DMAXCOUNT_MAIN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

DMAXCOUNT_MAIN 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:12 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

DMAXCOUNT_MAIN R/W 11:0 0 水平方向転送画素数 

転送最大画素数 4088 

モードにより 2pixel単位，4pixel単位，8pixel単位で設定してくだ

さい。(下位 1bitは 0固定) 

 注意）YUV420/422Semi-Planarモード，YUV422 Interleaveモード（CA_CSR）により設定値が変わります。 
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（2）垂直転送サイズ・レジスタ 

本レジスタ（CA_DMAY_MAIN：400B_0110H）は，垂直方向の転送ライン数を設定するレジスタです。転送ラ

イン数は 1ライン単位での設定が可能です。 

垂直転送サイズ・レジスタ（CA_DMAY_MAIN）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されます。詳細

は更新レジスタの説明を参照願います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved DMAYCOUNT_MAIN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

DMAYCOUNT_MAIN 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:12 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

DMAYCOUNT_MAIN R/W 11:0 0 垂直方向転送ライン数 

転送最大画素数 4088 

1ライン単位で設定できます。 
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（3）Y Plane転送アドレス・レジスタ（A/Bフレーム） 

本レジスタ（CA_YPLANE_A：400B_0114H，CA_YPLANE_B：400B_011CH）は，Y Planeデータの転送先ア

ドレスを設定するレジスタです。 

ダブル・バッファ制御に対応できるように Main フレーム用に A/B の 2 面のフレーム設定レジスタを持ってい

ます。 

ダブル・バッファ制御の詳細については 4.11.2 を参照して下さい。 

設定値の変更は，DMA転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0の状態）で行ってください。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

YPLANE_□ 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

YPLANE_□ 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

YPLANE_□ 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

YPLANE_□ 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

YPLANE_□ R/W 31:0 0 Y Planeアドレスを指定します。 

□はフレーム IDで A/Bです。（下位 2bitは 0固定です） 

 注意）YUV422 Interleaveモード（CA_CSR）時は，本レジスタ設定アドレスへ YUV全てのデータを出力します。 
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（4）UV Plane転送アドレス・レジスタ（A/Bフレーム） 

本レジスタ（CA_UVPLANE_A：400B_0118H，CA_UVPLANE_B：400B_0120H）は，UV Planeデータの転送

先アドレスを設定するレジスタです。 

ダブル・バッファ制御に対応できるように Main フレーム用に A/B の 2 面のフレーム設定レジスタを持ってい

ます。 

ダブル・バッファ制御の詳細については 4.11.2 を参照して下さい。 

設定値の変更は，DMA転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0の状態）で行ってください。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

UVPLANE_□ 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

UVPLANE_□ 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

UVPLANE_□ 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

UVPLANE_□ 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

UVPLANE_□ R/W 31:0 0 UV Planeアドレスを指定します。 

□はフレーム IDで A/Bです。（下位 2bitは 0固定です） 

 注意）YUV422 Interleaveモード（CA_CSR）時は，本レジスタの設定アドレスは無視されます。 
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（5）V Plane転送アドレス・レジスタ（A/Bフレーム） 

本レジスタ（CA_VPLANE_A：400B_0244H，CA_VPLANE_B：400B_0248H）は，V Planeデータの転送先ア

ドレスを設定するレジスタです。 

ダブル・バッファ制御に対応できるように Main フレーム用に A/B の 2 面のフレーム設定レジスタを持ってい

ます。 

ダブル・バッファ制御の詳細については 4.11.2 を参照して下さい。 

設定値の変更は，DMA転送が行われていない状態（転送要求レジスタのリード値が 0の状態）で行ってください。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

VPLANE_□ 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

VPLANE_□ 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

VPLANE_□ 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

VPLANE_□ 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

VPLANE_□ R/W 31:0 0 V Planeアドレスを指定します。 

□はフレーム IDで A/Bです。（下位 2bitは 0固定です） 

 注意）YUV422 Interleaveと YUV420/422 Semi-planarモード（CA_CSR）時は，本レジスタの設定アドレスは無視

されます。 
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3.2.9  モジュール制御レジスタ 

（1）モジュール制御レジスタ 

本レジスタ（CA_MODULECONT：400B_022CH）は，CAM_CLKIに同期したモジュールの初期化を行います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved HW_RSTZ

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:1 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

HW_RSTZ R/W 0 0 H/Wリセット 

CAM_CLKIで動作しているモジュールのリセットを行います。 

0：リセット  1：リセット解除 

 注意）DMA転送要求中または CAMが動作中は設定を変更しないでください。動作を保証できません。 
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3.2.10  更新レジスタ 

（1）更新レジスタ 

本レジスタ（CA_UPDATE：400B_0230H）は，特定のレジスタ（取り込み位置，取り込みサイズ，リサイズ率，

DMA転送サイズ，YUVオフセット／ゲイン／反転機能）の設定値を有効にします。UPDATEビットに 1を書き

込むことで，各設定値を有効にする予約状態となります。予約状態時にレジスタ更新タイミング（カメラ・コン

トロール・レジスタの LD_TMGビットにより規定）となると各設定値を有効にし，更新レジスタは自己クリアさ

れます。0を書き込んでも何も変化しません。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved UPDATE 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:1 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

R 更新予約状態 

0：設定値を更新しない 

1：レジスタ更新タイミング時に，設定値を更新する。 

HW_RSTZ 

W 

0 0 

特定のレジスタの設定値を有効にします 

1：更新予約 

 注意）更新レジスタにより，設定値が有効となるレジスタは以下になります。以下のレジスタ以外の設定は DMA要

求中，または CAMが動作中は変更しないでください。 

・CA_X(Y)1(2)R 

・CA_X3R 

・CA_CBG(Z)R 

・CA_LINESIZE_MAIN 

・CA_DMAX(Y)_MAIN 

・CA_BNG(Z)R 

・CA_CRG(Z)R 

・CA_X(Y)RATIO_MAIN 

・CA_MIRROR 
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図3-5 更新レジスタ設定タイミング 
 

CAM_CLKI 

更新レジスタにより設定

値有効となるレジスタの

CAM_HS 

CAM_VS 

CA_UPDATE設定 

変更  

更新予約設定

更 新 タイ ミ ングの 前，

CAM_CLKI×10サイクルは

CA_UPDATE の設定は禁止
です。 

垂直同期割り込み

1フレーム 

設定値反映  

①  

②  

③

④  

＜更新レジスタ使用例＞  
①垂直同期割り込みが発生したら，次のフレームの設定を行う。  
②対象レジスタの設定を変更する。 
③CA_UPDATE（更新予約）設定を行う。 
④次フレームのレジスタ更新タイミングで設定値が有効になり動作する。

 
※CA_UPDATE の設定は，次の更新タイミングの前 CAM_CLKI×10 サイクル

までに完了してください。動作を保障できません。 
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3.2.11  水平垂直反転レジスタ 

（1）水平垂直反転制御レジスタ 

本レジスタ（CA_MIRROR：400B_0234H）は，DMA転送時の画像反転を行うレジスタです。水平反転と垂直

反転は独立して設定することが可能です。 

水平垂直反転制御レジスタ（CA_MIRROR）の設定値は，更新レジスタにより動作へ反映されます。詳細は更

新レジスタの説明を参照願います。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

Reserved MAIN_MIRROR Reserved 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:4 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

MAIN_MIRROR R/W 3:2 0 メイン・フレームの反転設定を指示します。 

MAIN_MIRROR 反転設定 

00b 反転制御を行いません 

01b 水平反転 

10b 垂直反転 

11b 水平垂直反転（180 度回転） 
 

Reserved R 1:0 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 
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3.2.12  簡易QoS設定レジスタ 

（1）簡易 QoS設定レジスタ 

本レジスタ（CA_QOS：400B_0258H）は，簡易 QoS機能に関する設定を行います。 

簡易 QoS機能は，イメージ系マクロのオーバー・ラン，アンダー・ラン発生を防止するための機能であり，各イ

メージ系マクロからの QoS 要求が行われた場合，一時的にバス・スイッチが QoS 要求マクロのアクセス優先権

を高くすることでアクセス・レイテンシを軽減することが可能です。  

 

31 30 29 28 27 26 25 24 

Reserved 

 

23 22 21 20 19 18 17 16 

Reserved 

 

15 14 13 12 11 10 9 8 

Reserved QOSEN 

 

7 6 5 4 3 2 1 0 

QOSSET 

 

名  称 R/W ビット リセット時 機  能 

Reserved R 31:9 0 予約。0以外書き込まないでください。1を書き込むと不正動作しま

す。 

QOSEN R/W 8 0 0：QoS機能を無効にします 

1：QoS機能を有効にします 

QOSSET R/W 7:0 0 空き領域がこの設定値を下回った場合に，QoS要求を行います。 
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第4章  機能詳細 

4.1  入力データ取り込みタイミング 

（1）両エッジ 

図4-1 両エッジ・サンプル 

 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] U0 V0 Y0 Y1 U1 V1 Y2 Y3 

Thold Tsetup

 

 

（2）片エッジ（立ち上がり） 

図4-2 片エッジ・サンプル(立ち上がり) 

 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] U0 V0 Y0 Y1 U1 V1 Y2 Y3 

Thold Tsetup 

 

 

（3）片エッジ（立ち下がり） 

図4-3 片エッジ・サンプル(立下り) 

 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] 

Thold 

U0 V0 Y0 Y1 U1 V1 Y2 Y3 

Tsetup 
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4.2  水平同期／垂直同期信号サンプリング 

（1）水平タイミング 

 CIF(352H x 288V)の場合の水平タイミング設定値例を示します。 

 

図4-4 水平タイミング(CAM_HS正論理) 

有効ソースデータ 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] 

CA_X1R=296 

CAM_HS 

CA_X2R=1000 

148pixel
296byte

352pixel
704byte

1H=500pixel 
   (1000byte)

CIF の場合の数値例→ 

拡大 

 

 

※制限事項 CAM_HS の最大間隔は 8192×CAM_CLKI 以内としてください。それ以上の間隔の場合はサポー

トできません。 

 

 

（2）垂直タイミング 

 CIF(352H x 288V)の場合の垂直タイミング設定値例を示します。 

 

図4-5 垂直タイミング(CAM_VS正論理) 

有効ソースデータ 

CAM_HS 

CAM_YUV[7:0] 

CA_Y1R=12 

CAM_VS 

CA_Y2R=300 

12H 288H 

1V=300H 
CIF の場合の数値例→ 

拡大 
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4.3  イネーブルサンプリング 

イネーブルサンプリングでは，イネーブル信号を CAM_HS 端子へ接続してください。CAM_VS 信号がアサートさ

れている期間を 1フレームと認識し，イネーブル信号が valid時のデータを取り込みます。 

 

図4-6 イネーブルサンプリング・タイミング 
 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] 

CAM_HS 

CAM_VS 

1 フレーム 

イネーブル信号 
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4.4  水平同期／垂直同期タイミングと有効画像範囲設定レジスタ設定値 

本モジュールは，CAM_VSと CAM_HSの有効エッジが同時となることを前提として設計しています。したがって，

CAM_HS有効エッジが CAM_VS有効エッジよりも遅延する場合，CA_Y1R/CA_Y2Rレジスタに１加算した値を設定

する必要があります。 

図 4-7にCAM_VS/CAM_HS入力タイミングと，CA_Y1R/CA_Y2Rレジスタ設定値の関係を示します。 

 

図4-7 CAM_VS/CAM_HSタイミングと CA_Y1R/CA_Y2R設定値 
 

CAM_CLKI 

CAM_VS 

1 フレーム 

CA_Y1R,CA_Y2Rレジスタに 1 加

算した値を設定する。 

垂直カウンタ 0 1 2 3 n-2 n-1 n n+1 0 1 2 

垂直カウンタ 0 1 2 3 n-1 n n+1 n+2 0 1 2 

n+1 

n+1 

CAM_YUV[7:0] 有効データ  有効データ 

CA_Y2R=n

CAM_YUV[7:0] 有効データ  有効データ 

CA_Y1R=3 
CA_Y2R=n+1

【有効エッジが同時の場合】 

【CAM_HS が遅延した場合】 

CA_Y1R=2 

CAM_HS 

CAM_HS 

4 

CAM_HS 有効エッジが CAM_VS
有効エッジに対して遅延

] 
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また，図 4-8に示しているCAM_VS，CAM_HSの入力タイミングでHS_POLビットを 1 に設定した場合も同様に，

CA_Y1R，CA_Y2Rレジスタ設定値は，HS_POLビットを 0 に設定した場合に対して 1 加算した値を設定してくださ

い。 

 

図4-8 CAM_VS/CAM_HSタイミングと CA_Y1R/CA_Y2R設定値 (CAM_HS負論理) 
 

CAM_CLKI 

CAM_VS 

1 フレーム 

CA_Y1R,CA_Y2Rレジスタに 1 加

算した値を設定する。 

垂直カウンタ 0 1 2 3 n-2 n-1 n n+1 0 1 2 

垂直カウンタ 0 1 2 3 n-1 n n+1 n+2 0 1 2 

n+1 

n+1 

CAM_YUV[7:0] 有効データ  有効データ 

CAM_HS 有効エッジが CAM_VS 有

効エッジに対して遅延

CA_Y2R=n

CAM_YUV[7:0] 有効データ  有効データ 

CA_Y1R=3 
CA_Y2R=n+1

【HS_POL ビット=0 の場合】 

【HS_POLビット=1の場合】 

CA_Y1R=2 

CAM_HS 

CAM_HS 

4 

] 

 

 

 



第 4章  機能詳細 

ユーザーズ・マニュアル S19285JJ3V0UM 65

4.5  ITU-R BT.656エンコーディング 

ITU-R BT.656 はデータ・フィールドに同期タイミングを示すEAVとSAVフィールドが埋め込まれています。ITU-R 

BT.656エンコーディング・モードはSAVとEAVフィールドの 4ワード目のタイミングで内部の水平同期と垂直同期を

取っています。EAV/SAVフィールドと同期信号との概念図を図 4-9に示します。 

 

図4-9  ITU-R BT.656エンコーディング・タイミング 

HD 
EAV SAV

H=1 
V=1 

VD 

H=0
V=1

H=1 
V=0 
F=0 

H=0
V=0
F=0

有効画像範囲 

1stフィールド

4T 4T

有効画像範囲 

2ndフィールド

H=1 
V=0 
F=1 

H=0
V=0
F=1

H=1 
V=1 

H=0
V=1

 

 

カメラ・コントロール・レジスタ（CA_CSR）の 656MODEビットにより必要な Fieldを格納することができます。

この 656MODE設定は SYNCMODE ビットで ITU-R BT.656モード時のみ設定が有効になります。 

転送コントロールレジスタ（CA_DMACNT）の転送モード設定（MAINMODE）と，転送フレームレジスタ

（CA_FRAME）の組み合わせよって表 4-1のフィールド格納動作に設定可能です。 
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表4-1 656MODE設定におけるフィールド格納動作 

CA_CSR 

656MODE bit 

CA_DMACNT 

MAINMODE bit 

CA_FRAME 

MAINFRM bit 

フィールドの格納動作 

00 10 

リピートダブル 

Don’t care 1stフィールドから格納開始 

1stは Aフレーム，2ndは Bフレームへ格納 

00 01 

リピートシングル 

00 1stフィールドから格納開始 

1stも 2ndも Aフレームに繰り返し格納 

01 10 

リピートダブル 

Don’t care 2ndフィールドから格納開始 

2ndは Aフレーム，1stは Bフレームへ格納 

01 01 

リピートシングル 

00 2ndフィールドから格納開始 

1stも 2ndも Aフレームに繰り返し格納 

10 01 

リピートシングル 

00 1stフィールドのみ Aフレーム（MAINFRM設定）

へ格納 

10 00 

シングル転送 

Don’t care 禁止（�） 

 

11 01 

リピートシングル 

10 2ndフィールドのみBフレーム（MAINFRM 設定）

へ格納 

11 00 

シングル転送 

Don’t care 禁止（�） 

 

 

※制限事項 

ITU-R BT.656モード時は，転送モード設定（MAINMODE）でシングル転送設定は禁止です。 

1フレームの画像を入力する場合は，リピート転送に設定し，転送完了割り込みを待って処理停止を行っ

てください。（1フレーム入力による格納イメージを図 4-12に示します。） 



第 4章  機能詳細 

ユーザーズ・マニュアル S19285JJ3V0UM 67

 

図4-10 656MODE設定におけるフィールドデータと格納フレーム 

1stフィールド 

2ndフィールド 

DMAREQ 

A フレーム 

B フレーム 

A フレーム 

B フレーム 

入力データ 

656MODE=00 

MAINMODE=10 

656MODE=01 

MAINMODE=10 

656MODE=10 

MAINMODE=01 

MAINFRM=00 

656MODE=11 

MAINMODE=01 

MAINFRM=10 

設定値 
・ ・ ・ 

A フレーム 

B フレーム 

656MODE=01 

MAINMODE=01 

MAINFRM=00 

A フレーム 

B フレーム 

656MODE=00 

MAINMODE=01 

MAINFRM=00 

A フレーム 

B フレーム 
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ITU-R BT.656モード時の656MODE設定別に垂直同期割り込みと転送完了割り込みのタイミングを図4-11に示しま

す。 

垂直同期割り込みはフレーム単位でデータの先頭（同信号検出位置）に出力します。そして垂直同期割り込みのタ

イミングで 2段レジスタの更新を行います。転送完了割り込みはフィールド単位でデータの転送完了時に出力します。 

 

図4-11 656MODE設定による垂直同期割り込みと転送完了割り込みのタイミング 

1stフィールド 

2ndフィールド 
DMAREQ 

656MODE=00 

656MODE=01 

656MODE=10 

656MODE=11 

垂直同期割り込み 

転送完了割り込み 

垂直同期割り込み 

転送完了割り込み 

垂直同期割り込み 

垂直同期割り込み 

転送完了割り込み 

転送完了割り込み 

格納データ 

格納データ 

格納データ 

格納データ 
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図4-12 1フレーム転送時のイメージ 

1stフィールド 

2ndフィールド DMAREQ 

656MODE=00 

MAINMODE=01 

656MODE=01 

MAINMODE=01 

656MODE=10 

MAINMODE=01 

656MODE=11 

MAINMODE=01 

垂直同期割り込み 

転送完了割り込み 

垂直同期割り込み 

転送完了割り込み 

垂直同期割り込み 

垂直同期割り込み 

転送完了割り込み 

転送完了割り込み 

格納データ 

格納データ 

格納データ 

格納データ 

DMASTOP 
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4.6  レベル調整 

入力データのレベル調整としてオフセットとゲインの調整を行えるようになっています。調整はCameraからの入力

データに対してゲインの調整を行い，ゲイン調整後のデータに対してoffset量の調整を行います。このときの概念図を

図 4-13に示します。 

 

図4-13 レベル調整処理 

 
入力レベル 

出力レベル 

入力信号(Yin) 

ゲイン調整後信号(Ygain) 

offset 調整後信号(Yoffset) 
(出力信号) 
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4.7  縮小方式 

縮小方式は最近傍サンプリング方式（縮小画像の画素位置に最も近いオリジナル画像の画素をコピーする方式）で

す。図 4-14に示すようにオリジナル画像と縮小画像の画素の関係を次のような方式で求めることにより縮小画像を生

成しています。 

オリジナル画像の画素間の距離を 64と定義し，これに対して XRATIO/YRATIOレジスタに 64を足した値を縮小画

像の画素距離としてこの倍数の座標位置が縮小画像の画素になります。この縮小画像の座標位置に対して最も近い位

置にあるオリジナル画像の画素をコピーすることにより縮小画像を生成します。したがって縮小画像の画素の重心が

最大 1/2ずれますがオリジナル画像を加工しないので鮮明さが保持されます。 

 

図4-14 縮小画像サンプル方式 

64 

64 オリジナル画像 

格子間距離 

縮小画像格子間距離 

64+XRATIO

64+YRATIO 

縮小画像画素位置 

オリジナル画像画素位置

 

 

XRATIOの設定値は次のように計算してください。 

）　（小数点以下切捨て
出力サイズ

入力サイズ
64

64



XRATIO  

 

例） 

320×240サイズの画像を取り込み，160×120サイズにリサイズする場合 

646412864
160

32064



XRATIO  

646412864
120

24064



YRATIO  

 

 



第 4章  機能詳細 

ユーザーズ・マニュアル S19285JJ3V0UM 72 

4.8  データ転送範囲設定 

通常転送とリサイズ転送で転送画素数のレジスタ設定方法が異なります。 

図 4-15 に Camera から転送される有効データ範囲とメモリへ転送されるデータの範囲の関係を示します。以下，

CAM_VS/CAM_HS 信号サンプリングモードを例に説明をおこないますが，イネーブルサンプリングでも設定方法は

同じです。 

 

4.8.1  水平方向転送範囲 

通常転送：カメラ・コントロール・レジスタのクロックエッジ選択ビット(CLK_EDGEビット)の設定により転送画

素数が以下のように異なります。 

     片エッジ・サンプル：{(CA_X2R – CA_X1R) / 2}画素 

     両エッジ・サンプル：(CA_X2R – CA_X1R)画素 

リサイズ転送：CA_DMAXCOUNT_□レジスタに設定した画素数。（□はフレーム名で_MAINを示します） 

ただし設定範囲は以下の条件式を満たす範囲で設定して下さい。 

     片エッジ・サンプル：DMAXCOUNT_□ ≦ {(CA_X2R – CA_X1R) / 2} * {64 / (64 + XRATIO_□)} 

     両エッジ・サンプル：DMAXCOUNT_□ ≦ (CA_X2R – CA_X1R) * {64 / (64 + XRATIO_□)} 

 

4.8.2  垂直方向転送範囲 

通常転送：(CA_Y2R – CA_Y1R) 

リサイズ転送：DMAYCOUNT_□レジスタに設定した画素数（□はフレーム名で_MAINを示します） 

ただし設定範囲は以下の条件式を満たす範囲で設定して下さい。 

     DMAYCOUNT_□ ≦ (CA_Y2R – CA_Y1R) * {64 / (64 + YRATIO_□)} 
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図4-15 データ転送範囲 

CAM_HS CAM_VS 

CA_X2R

CA_X1R

CA_Y1R

CA_Y2R Camera データ取り込み

有効データ範囲 

DMAXCOUNT 

メモリ転送範囲 

DMAYCOUNT 

(CA_X2R-CA_X1R)/2

メモリ転送範囲
CA_Y2R-CA_Y1R

CA_X2R-CA_X1R 

メモリ転送範囲 
CA_Y2R-CA_Y1R

リサイズ転送 通常転送(片エッジ)
通常転送(両エッジ) 

CAM_VS,CAM_HS は 

共に正論理 
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4.9  データ転送範囲設定値の制約 

4.9.1  水平同期／垂直同期サンプリング 

 

図4-16 CAM_VS／CAM_HS信号サンプリング 

 

有効画像エリア

ブランキング

エリア 

CA_X1R 
C

A
_

Y
2

R
 

C
A

_
Y

1
R

 

C
A

M
_

V
S

 

CAM_HS

割り込み  
垂直同期 

割り込み 

ページ完了 

CA_X2R 

画
像

Y
サ

イ
ズ

 

画像 X サイズ 

 

 

以下のように設定してください。 

 

レジスタ名 条件 

CA_Y2R CA_Y2R = 画像 Y サイズ + CA_Y1R 

CA_Y1R 0＜= CA_Y1R 

CA_X2R CA_X2R = (画像 X サイズ×2) + CA_X1R（片エッジ） 

 CA_X2R = 画像 X サイズ + CA_X1R（両エッジ） 

CA_X1R 0＜= CA_X1R 

   注意）CA_X3Rの設定値は無視されます。 
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4.9.2  イネーブル信号サンプリング 

（1）通常 

CAM I/Fから入力される有効画像データを全て取り込み，フレームメモリへ書き込みます。 

 

図4-17 イネーブル信号サンプリング（通常） 

 

有効画像エリア＝メモリ転送画像エリア 

CA_X1R 

C
A

_
Y

2
R

 

C
A

_
Y

1
R

 

C
A

M
_

V
S

 

CAM_HS 

割り込み  
垂直同期 

割り込み 

ページ完了 

CA_X2R，CA_X3R 

画
像

Y
サ

イ
ズ

 
画像 X サイズ 

有効画像期間中アサー

トされます。カメラユ

ニットのタイミング

で，画像 X サイズとは

無関係にネゲートされ

ることがあります。 

 

 

以下のように設定してください。 

 
レジスタ名 条件 

CA_Y2R CA_Y2R = 画像 Yサイズ 

CA_Y1R CA_Y1R = 0 

CA_X3R CA_X3R = 画像 Xサイズ×2（片エッジ） 

 CA_X3R = 画像 Xサイズ（両エッジ） 

CA_X2R CA_X2R = 画像 Xサイズ×2（片エッジ） 

 CA_X2R = 画像 Xサイズ（両エッジ） 

CA_X1R CA_X1R = 0 

   注意）CA_X3Rの設定を必ず行ってください。 
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（2）クロッピング 

CAM I/F から入力される有効画像データから任意の矩形をクロッピングし，フレームメモリへ書き込むことが

できます。 

図4-18 イネーブル信号サンプリング（クロッピング） 

 

有効画像エリア

CA_X1R 

C
A

_
Y

2
R

 

C
A

_
Y

1
R

 

C
A

M
_

V
S

 

CAM_HS 

割り込み 

垂直同期 

CA_X3R 

画
像

Y
サ

イ
ズ

 
画像 X サイズ 

有効画像期間中アサー

トされます。カメラユ

ニットのタイミング

で，画像 X サイズとは

無関係にネゲートされ

ることがあります。 

割り込み 

ページ完了 

フレームメモリ転送画像

（クロップ画像） 

CA_X2R 

クロップ画像 

有効画像 

 

 

以下のように設定してください。 

 

レジスタ名 条件 

CA_Y2R CA_Y2R = クロップ画像 Y サイズ+ CA_Y1R 

CA_Y1R CA_Y1R = クロップ開始ライン 

CA_X3R CA_X3R = 有効画像 X サイズ×2（片エッジ） 

 CA_X3R = 有効画像 X サイズ（両エッジ） 

CA_X2R CA_X2R = クロップ画像 X サイズ×2（片エッジ） 

 CA_X2R = クロップ画像 X サイズ（両エッジ） 

CA_X1R CA_X1R = クロップ開始画素×2（片エッジ） 

CA_X1R = クロップ開始画素（両エッジ） 

   注意）CA_X3Rの設定を必ず行ってください。 

 



第 4章  機能詳細 

ユーザーズ・マニュアル S19285JJ3V0UM 77

 

（3）ITU  Rec656信号サンプリング 

 

図4-19 ITU-R BT.656モード時の信号サンプリング 
 
 

HD 
EAV SAV

H=1 
V=1 

VD 

H=0
V=1

H=1 
V=0 
F=0 

H=0
V=0
F=0

有効画像範囲 

1st/2ndフィールド 

4T 4T

CA_X1R 

CA_X2R 

CA_Y1R=0 で設定 

CA_Y2R 

CA_CSR レジスタ  VS_POL=1、HS_POL=0 設定時 

 

 

NTSC/PALの REC656入力を取り込む場合、CA_CSRレジスタを VS_POL=1，HS_POL=0に設定し、有効画像範

囲設定レジスタは、下表に示している値に設定してください。 

 
レジスタ設定値 レジスタ名 

NTSC PAL 

CA_Y2R 243 288 

CA_Y1R 0 0 

CA_X2R 1712 1724 

CA_X1R 272 284 

 

なお、上記以外の設定を行う場合は、次ページの設定基準に従って設定してください。 
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CA_CSRレジスタのVS_POL=1，HS_POL=0 設定での使用を推奨します。CA_Y1R=0 としてCA_X1R，CA_X2R，

CA_Y2Rで有効領域を設定してください。（図 4-19参照） 

 
レジスタ名 条件 

CA_Y2R CA_Y2R = 画像 Yサイズ + CA_Y1R 

CA_Y2R＜1フレーム内総ライン数／２（注参照） 

CA_Y1R 0＜= CA_Y1R（垂直ブランキング期間） 

CA_X2R CA_X2R = (画像 Xサイズ×2) + CA_X1R（片エッジのみ） 

CA_X1R 0＜= CA_X1R（水平ブランキング期間） 

   注意）CA_Y1R，CA_Y2R，CA_X1R，CA_X2Rの各設定レジスタは 1st/2ndフィールドで同一値となります。 

      1st/2ndフィールドで画像サイズが異なるケースには対応できません。 

     ・CA_X3Rの設定値は無視されます。 

     ・HS_POL=1 設定時の CA_Y1R，CA_Y2R の設定値は，サンプリングモード同様に，HS_POL=0 設定

時の設定値に 1加算した値を設定してください。 
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4.10  データ・フォーマット 

4.10.1  カメラ 

Cameraからの画像データの入力順番は CA_CSRレジスタの DATA_IDビットの設定により次に示す 2通りの入力

順番に対応することが出来ます。 

DATA_IDビットが 0 の時の画像データ並びを 図 4-20に示します。画像データはU0 から始まりY0/V/Y1 の順番で

Cameraから出力されます。DATA_IDビットを 1 に設定しているとき，画像データはY0 から始まりU/Y1/Vの順番で

Cameraから出力されます。 

図4-20 Cameraデータ・フォーマット 

CAM_YUV[7:0] U0 V0 Y0 Y1 U1 V1 Y2 Y3 Vm Yn-1 Yn 

＊ n は水平方向の(有効画素数-1）。 また、m=(n-1) /2 

水平 有効画素数範囲 

DATA_ID=0 

CAM_YUV[7:0] U0 V0 Y0 Y1 U1 V1 Y2 Y3 Vm Yn 

水平 有効画素数範囲 

DATA_ID=1 

Um 

 

 

4.10.2  メモリ・マッピング 

（1）YUV420/422 Semi-Planarモード 

Cameraから入力された画像データをYとUVを別の領域に分けてメモリに転送します。（この領域をY Plane / UV 

Planeと仕様書上では記述しています）メモリへの転送は 32bit単位に行われCA_CSRレジスタのY_UV_OD_ENDIAN

ビットの設定により上位/下位の 16bit内でのEndianの指定が出来るようになっており，上位byteと下位byteの入れ替え

が可能です。図 4-21にBig Endian設定時のメモリ・フォーマットを 

図 4-22に Little Endian設定時のメモリ・フォーマットをそれぞれ示します。 
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図4-21 メモリ・フォーマット(Big Endian) 

 
n:転送画素数 
m: n/2 

U1 V1 U0 V0 U3 V3 U2 V2 U5 V5 U4 V4 U7 V7 U6 V6  

UV Plane 開始アドレス

UV Plane

UmVmUm-1Vm-1 

V0 = bit7:0 
U0 = bit15:8 
V1 = bit23:16
U1 = bit31:24

Y Plane

Yn-1YnYn-4Yn-3 

Y2 Y3 Y0 Y1 Y6 Y7 Y4 Y5 Y10 Y11 Y8 Y9 Y14Y15Y12Y13 

Y Plane 開始アドレス

Y1 = bit7:0 
Y0 = bit15:8 
Y3 = bit23:16
Y2 = bit31:24

 

 

図4-22 メモリ・フォーマット(Little Endian) 

 

n:転送画素数 
m: n/2 

Y Plane

YnYn-1Yn-3Yn-4 

Y3 Y2 Y1 Y0 Y7 Y6 Y5 Y4 Y11 Y10 Y9 Y8 Y15Y14Y13Y12 

Y Plane 開始アドレス

Y0 = bit7:0 
Y1 = bit15:8 
Y2 = bit23:16
Y3 = bit31:24

V1 U1 V0 U0 V3 U3 V2 U2 V5 U5 V4 U4 V7 U7 V6 U6  

UV Plane 開始アドレス

UV Plane

VmUmVm-1Um-1 

U0 = bit7:0 
V0 = bit15:8 
U1 = bit23:16
V1 = bit31:24
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（2）YUV422 Interleaveモード 

Cameraから入力された画像データをY0Y1U0V0成分（2Pixel）を 1セットとしてメモリに転送します。メモリへの

転送は 32bit単位に行いCA_OD_BYTELANEレジスタの設定により各成分の出力バイトレーンの指定が出来るように

なっています。図 4-23に設定例を示します。 

転送アドレスは CA_YPLANE_□（Y Plane）へ設定してください。CA_UVPLANE_□（UV Plane）の設定値は無視

されます。 

図4-23 YUV_OD_BYTELANEの設定例 
 

開始アドレス

V0 Y1 U0 Y0 

＜CA_CSR レジスタ[19:12]設定例＞ 
 
   31         0  
   |Y0|Y1|U0|V0| : 00011011H 
   |Y0|Y1|V0|U0| : 00011110H 
   |Y0|U0|Y1|V0| : 00100111H 
   |Y0|U0|V0|Y1| : 00101101H 
   |Y0|V0|Y1|U0| : 00110110H 
   |Y0|V0|U0|Y1| : 00111001H 
   |Y1|Y0|U0|V0| : 01001011H 
   |Y1|Y0|V0|U0| : 01001110H 
   |Y1|U0|Y0|V0| : 01100011H 
   |Y1|U0|V0|Y0| : 01100010H 
   |Y1|V0|Y0|U0| : 01110010H 
   |Y1|V0|U0|Y0| : 01111000H 
   |U0|Y0|Y1|V0| : 10000111H 
   |U0|Y0|V0|Y1| : 10001101H 
   |U0|Y1|Y0|V0| : 10010011H 
   |U0|Y1|V0|Y0| : 10011100H 
   |U0|V0|Y0|Y1| : 10110001H 
   |U0|V0|Y1|Y0| : 10110100H 
   |V0|Y0|Y1|U0| : 11000110H 
   |V0|Y0|U0|Y1| : 11001001H 
   |V0|Y1|Y0|U0| : 11010010H 
   |V0|Y1|U0|Y0| : 11011000H 
   |V0|U0|Y0|Y1| : 11100001H 
   |V0|U0|Y1|Y0| : 11100100H 

V1 Y3 U1 Y2 V2 Y5 U2 Y4 V3 Y7 U3 Y6

Y0 = bit7:0 
U0 = bit15:8 
Y1 = bit23:16 
V0 = bit31:24 

YUV_DO_BYTELANE ビット 
設定値 = 11011000H 

のとき 
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（3）YUV420/422 Planarモード 

Cameraから入力された画像データをYとUとVをそれぞれ別の領域に分けてメモリに転送します。（この領域をY / 

U / V Planeと仕様書上では記述しています）メモリへの転送は 32bit単位に行いCA_OD_BYTELANE2レジスタの設定

により各成分の出力バイトレーンの指定が出来るようになっています。図 4-24に設定例を示します。 

 

図4-24 YUV 420/422 Planarメモリ・フォーマット 

 

U3 U2 U1 U0 U7 U6 U5 U4 U11 U10 U9 U8 U15U14U13U12 

U Plane 開始アドレス

U Plane 

 

U0 = bit7:0 
U1 = bit15:8 
U2 = bit23:16
U3 = bit31:24

Y Plane

 

Y3 Y2 Y1 Y0 Y7 Y6 Y5 Y4 Y11 Y10 Y9 Y8 Y15Y14Y13Y12 

Y Plane 開始アドレス

Y0 = bit7:0 
Y1 = bit15:8 
Y2 = bit23:16
Y3 = bit31:24

V3 V2 V1 V0 V7 V6 V5 V4 V11 V10 V9 V8 V15V14V13V12  

V Plane 開始アドレス

V Plane 

 

V0 = bit7:0 
V1 = bit15:8 
V2 = bit23:16
V3 = bit31:24
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4.11  転送処理 

4.11.1  フレーム間引き 

転送コントロール・レジスタのフレーム間引きビットはCameraから入力される画像データのフレームの間引きを設

定するレジスタです。間引きと転送有効フレームの関係を図4-25に示します。フレーム間引きはレジスタの設定を行っ

たフレームから実行されます。 

 

図4-25 フレーム間引き 

 

Valid Valid Valid Valid

間引きレジスタ設定 

Valid Valid Valid Valid 間引き無し 

1/2 間引き 

1/3 間引き 

1/4 間引き 

Valid Valid Valid Valid 

Valid Valid

Valid Valid 

 

 

 

4.11.2  転送モード 

転送コントロール・レジスタの，転送モードビットは転送先フレームの切り替え方法を指定するレジスタです。転

送モードと転送先フレームの関係を図 4-26に示します。図中は間引き無しの時の動作を示しています。間引きモード

を設定した場合は間引き後のフレームに対して転送先フレームを切り替えます 

・シングル転送 指定されたフレームに 1フレームだけ転送します。 

・リピート転送(フレーム固定) 指定されたフレームに繰り返し転送します。 

・リピート転送(ダブル) A/Bフレームに交互に転送します。（注） 

 

図4-26 転送モード 

転送要求

(FRM) (FRM) (FRM) (FRM)repeat(Frame 固定)

single (FRM)

repeat(Dual) A B A B 

(FRM):フレーム設定レジスタにより指定されたフレーム

 
   注意）リピート転送（ダブル）で転送を行う場合は，直前に CAMマクロのリセットを行ってください。 
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4.11.3  水平垂直反転制御 

水平垂直反転制御レジスタの設定により，DMA転送時に画像を反転させる機能です。 

反転制御を行った場合でも，フレーム・メモリ領域は反転制御を行わない場合と変わりはありません。 

 

図4-27 反転制御 
 

入力画像 

垂直反転 

水平反転 

水平垂直反転 
（180 度回転） 

☆_MIRROR=01B

☆_MIRROR=10B 

☆_MIRROR=11B

☆は、MAIN 
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4.12  フレーム間隔 

フレーム間隔が狭すぎる場合は正常に動作しませんので，フレーム間隔を十分にあけるようにしてください。 

レジスタ設定反映タイミング（CA_CSR）が立ち上がりの場合，フレームメモリへの 1 フレームの転送が完了する

前に次フレームの CAM_VS立ち上がりがくると，その時点で次フレームのレジスタ設定が反映されてしまい正常に動

作できなくなります。 

同様に，レジスタ設定反映タイミング（CA_CSR）が立ち下がりの場合，フレームメモリへの 1 フレームの転送が

完了する前に次フレームの CAM_VS立ち下がりがこないようにしてください。 

 

図4-28 フレーム間隔（レジスタ設定反映タイミング：立ち上がり） 
 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] 

CAM_HS 

CAM_VS 

1 フレーム 

DMA 転送 

有効データ 

有効データ 

フレームメモリへ 1 フレームの転送が完了す

る前に，次フレームの CAM_VS 立ち上がりが

こないように十分フレーム間隔をあけてくだ

さい。 
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図4-29 フレーム間隔（レジスタ設定反映タイミング：立ち下がり） 
 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] 

CAM_HS 

CAM_VS 

1フレーム 

DMA転送 

有効データ  

フレームメモリへ 1 フレームの転送が完了す

る前に，次フレームの CAM_VS 立ち下がりが

こないように十分フレーム間隔をあけてくだ
さい。 

有効データ  
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4.13  レジスタ設定反映タイミング 

レジスタ設定反映タイミングが立下りの場合，前フレームの CA_X1Rと CA_Y1Rの設定値にご注意ください。前フ

レームの設定値によっては，意図したフレームで設定値が有効にならない場合があります。 

 

図4-30 レジスタ設定反映タイミング：立ち下がり 
 

CAM_CLKI 

CAM_YUV[7:0] 

CAM_HS 

CAM_VS 

フレーム 1 

有効データ 

フレーム 2 のために設定を変更

フレーム 2 

CA_Y1R = 1 CA_Y1R = 2 

このような CAM_VS は NG。立下

りでのレジスタ設定値反映のた

め，フレーム 2に対しての CA_Y1R
がまだ有効になっていません。

CAMは破線の立下りから画像の取

り込みを開始します。 
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第5章  使用手順 

5.1  設定手順例 

リセットから画像取り込みまでの手順の一例を示します。 

なお、CAM_CLKIドメインモジュールのリセット解除は以下の点を必ず守ってください。 設定順序を間違えると転

送要求が発行できず、転送処理が行われない場合があります。 

① CA_CSRレジスタの設定完了後 

② 2段レジスタ更新予約および転送要求発行より前 

また、垂直同期割り込みマスクの解除(CA_ENSET レジスタの CAM_VS_EN ビット)は、CAM_CLKI ドメインのリ

セットを解除してから 16CLK@CAM_CLKI以上経過後に設定してください。 
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図5-1 設定手順例 
 

reset 

コントロールレジスタ設定 
CA_CSR 

基本設定を行います。 
同期信号の極性，サンプルクロッ

クエッジ，転送モードなどを設定

します。 

転送コントロール設定 
CA_DMACNT 

フレーム制御，フレーム転送画像

フォーマット，リサイズ，間引き

の設定を行います。 

リセット解除 
CA_MODULECONT 

CAM_CLKI ドメインモジュールの

リセットを解除します 

転送アドレス，アドレス加算量， 
転送サイズ設定 
CA_DMAX_□ 
CA_DMAY_□ 

CA_LINSIZE_□ 
CA_YPLANE_□ 

CA_UVPLANE_□ 

リサイズ設定 

2 段レジスタ更新予約 
CA_UPDATE 

リサイズを行う場合，縮小率の設

定を行います。 

転送要求発行 
CA_DMAREQ 

フレームに関する設定を行いま

す。 

2 段レジスタを更新するために，

更新レジスタにより，更新予約を

行います。 

転送を行いたいフレームに転送要

求を発行し，転送予約状態としま

す。ここではフレーム A としてい

ます。

垂直同期割り込み発生 

CAM_VS 信号によりフレーム開

始を認識すると割り込みを発生

し，画像の取り込みを開始します。

2 段レジスタ再設定&更新予約 
必要であれば，次フレームのため

の 2 段レジスタの設定を行い更新

予約を行います。 

転送要求発行 
CA_DMAREQ 

次フレームの転送先フレームに転

送予約を行います。ここではフレ

ーム B としています。 

転送完了割り込み発生 現フレームの転送が完了すると転

送完了割り込みが発生します。 

有効画像範囲設定 
CA_X1R 
CA_X2R 
CA_X3R 
CA_Y1R 
CA_Y2R 

取り込み画像の有効画像範囲を指

定します。イネーブル信号モード

の場合，必ず CA_X3R を設定して

ください。 

ゲイン・オフセット設定 
レベル調整を行う場合，ゲイン・

オフセット値の設定を行います。 

水平・垂直反転設定 
水平・垂直反転を行う場合，反転

の設定を行います。 

バイトレーン制御設定 
YUV PixelInterleave モードの場

合，バイトレーンの入れ替えが可

能です。 
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5.2  制限事項 

CAM_CLKI（外部クロック）と CAM_VS，CAM_HS，CAMYUV[7:0]（入力データ）について制限があります。 

 

CAM_CLKI は，有効データに対して入力する前 5 クロックと有効データが終了した後 10 クロックの供給が必要で

す。前のクロックはデータ取り込み準備であり，後クロックはデータを AHBクロックに引渡すためです。 

 

図5-2 CAM_CLKIとデータの関係 

 

 

CAM_CLKI 

5クロック必要 

CAM_VS 

CAM_HS 

CAM_YUV[7:0] Y0 U0 Y1 Vm YnV0

有効なデータ領域 
10クロック必要 
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【改版履歴】 

 
日付 版数 改版内容 

2009.1.30 暫定１版 － 

P6 関連資料 

・MC-10118A(EM1-D512)，μPD77630A(EM1-S)のデータ・シートおよびユーザーズ・マニュア

ル 1chip編を追記。 

・電源チップ編を削除。 

P16 3.1 レジスタ一覧 

・レジスタ一覧表 レジスタ名→レジスタ略号 表記修正 

・アドレス 0238H 出力バイトレーン制御→バイトレーン制御レジスタ 

・アドレス 0254H バイトレーン選択レジスタ→バイトレーン制御レジスタ２ 

P25 3.2.2(1) カメラ・コントロール・レジスタ 

注の５行目 VS_DETと HS_DETの極性を DATA_SET 

→VS_DETと HS_DETの極性を DATA_DET 誤記訂正 

P29 3.2.2(2) 出力バイトレーン制御レジスタ→バイトレーン制御レジスタ 

P30 3.2.2(3) バイトレーン選択レジスタ→バイトレーン制御レジスタ２ 

2009.3.31 第２版 

P45 3.2.5(4) 転送要求解除レジスタ 

ビット 0 CRZR→MAINSTOP 誤記訂正 

2009.9.30 第３版 一部ページ  誤記訂正 
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